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第68回県美術展 (県展、主催は同展運営委員会ヽ共催

:県 0県教育委員会・信州美術会・県市長会 0県町村

)が26日、松本市中未4の国市美術館で始まうo八賞
入選作と審査外の作品 (審査員の作品な

-0を
合わ言

652点を7月 3日.まで展示する (6月 27日は休み)`

第二種郵便物認可

日本画・洋画・彫刻・工芸の4部門を合わせた今回の応

募数は733点で、1前回よりも32点少なかつたo審査は6

月21日と22日に行しヽ、入選作598点 (うち入軍作35鶯

を決めた。主な入賞作や今回の全体的な傾向について、

各部門の審査長に評してもらった。   し (敬称略)
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のびのびと気持ちを
ヽ
捕き通す

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多
く
の
作
品
を
丁
寧
に
、

慎
重
に
見
る
作
業
は
困
難
で
あ
っ
た
。
今
年
の
応
募

作
は
全
般
的
に
レ

‐
ベ
ル
が
向
上
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て
い
る
よ
う
に
見

え
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、
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』

り
組
み
に
対
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わ
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か
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え
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。

▽
知
事
責

「水
た
ま
り
」
百
瀬
邦
孝
　
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
構
成
と
色
彩
を
抑
え
た
表
現
で
ヽ
力
強
い
¨

構
築
性
と
確
か
な
絵
肌
で
空
間
が
成
り
立

っ
て
い

る
。▽
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み
場
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中
村
ゆ
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大
ま
か
に
見
え
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触
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が
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、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
が
画
面
に
開
放
感
を
生
み
、
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▽
優
州
美
術
会
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「蕃
の
風
」
沖
み
ど
り
　
洗
練

さ
れ
た
色
彩
と
巧
み
な
画
面
構
成
が
魅
力
的
で
あ

る
。▽
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日
｝
白
石
茂
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確

か
な
デ
ッ
サ
ン
と
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、
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▽
僣
毎
賞

「特
春
」

‐
矢
羽
福
枝
・
清
純
な
雰
囲
気

が
ヽ
細
や
か
な
色
彩
の
調
子
に
よ
っ
て
よ
く
表
現
さ

れ
て
い
る
。

▽
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十
二
文
化
財
団
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「緑
滴
る
」
木
村
宗
登

自
然
の

一
隅
を
見
逃
さ
ず
、
清
爽
な
空
気
を
率
直
に

表
現
し
た
若
々
し
い
作
品
。
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一
・
ほ
か
に
賞
候
補
と
し
て
心
に
残
っ
た
の
は
伊
藤
知

英
子
、
江
森
ふ
さ
え
ヽ
北
原
爾
万
ギ
螢
鎗
象

中
村

敬
而
ら
の
作
品
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
・


